
上伊那地方の気温と降水量

第２章



チャプタ 1

上伊那地方の気温

　春の訪れを感じさせる花園に雪が降りました。

気温も大きく変動します。毎日毎日の気温の変化は一様で

はありません。

　しかし、長い期間の平均を調べてみると気温の変化の中

にも規則性が見られるようになります。
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セクション 1

気温の日変化
１日の中で気温はどのように変化しているのでしょう？

　そこで、１日の気温の変化の様子を調べ
てみました。調べたのは2015年5月1日で
す。この日は全国的によく晴れて気温が平
年に比べて高かった日です。30分おきに1
日を通して気温の測定をしてみました。

　このグラフを見ると1日の中で、一番気温
が低かったのは朝の5時の8.9℃です。その
後、気温は上昇しています。11時の気温は
23.5℃ですから、１時間に2.4℃くらい上
昇しています。その後の上昇のしかたは緩
やかになって14時には27.2℃で、この日の
最高気温となっています。この時の上昇は1
時間に1.2℃です。この後、気温は下降して
いきます。



　この日の気温の変化は、このようになっていますが、毎日
同じように変化しているのでしょうか？

　別の日にも同じように調べてみました。（図２）

調べたのは5月4日です。3日後にあたります。このグラフ
を、図１と比べてみてください。どんな点が違っています
か？例えば、この日の最低気温は朝の5時の13.7℃です。そ
して最高気温は13時の19.4℃です。その差は5.7℃です。

　実は、この日は全国的にも曇りや雨の１日でした。

　晴れたに日には太陽の熱が地面にとどきますので気温は上
昇します。また、夜は雲がありませんので地上の熱は宇宙に
逃げていきます。このために、昼は気温が高くなり、夜は気
温が低くなります。１日の中で最高気温を記録するのは昼過

ぎ、夜明け前に最低気温となります。また、１日の最高気温
と最低気温は差のことを日較差といいますが、この日較差が
晴れた日には大きくなります。

　曇りや雨の日は日較差は小さくなります。

前線が通過するなど他の場所から空気が入り込んだり、降水
がある場合には不規則な気温変化をします。

　さらに、この気温のグラフに湿度の変化の様子を同時に表
してみましょう。（図３は５月１日、図４は５月４日）
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　湿度は気温と逆の傾向で変化していることがわかります
ね。これは、空気の中に入っている水蒸気の量がほぼ一定で
あることから起こる現象です。気温が高くなればたくさんの
水蒸気を含むことができますので洗濯物はよく乾きます。つ
まり湿度が低くなっている状態です。図３のグラフも見ると
５月１日は11時から17時にかけて湿度が低いので洗濯物が
渇いたと考えられます。

　
これに対して、５月４日は１日を通して湿度が高くなってい
ます。洗濯物を乾かすのは難しい日であったことがわかりま
すね。

　この２日の違いを天気図でみてみましょう。

　５月１日の天気図の中部地方付近をみてみましょう。Hと
書かれているのは高気圧です。高気圧におおわれると一般に
晴天になります。

　５月４日の天気図では中部地方付近にはL（低気圧）とそ
こから伸びている赤い線（温暖前線）と青い線（寒冷前線）
があります。低気圧や前線が近づいてきたときには雨や曇り
になることが多くなります。

月平均気温の日変化からどのようなことがわかるのだろう？

　毎日の気温の変化はいつも同じわけではありません。そこ
で、5月の時刻平均気温を計算して、これが時刻とともにどの
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ように変化しているか調べてみましょう。やり方はこうで
す。5月の1日から31日の1時の気温の観測結果をすべて足し
算して31で割ります。これで5月の1時の平均気温が求められ
ます。これを「月平均気温の日変化」と呼ぶことにしましょ
う。

　実際に計算した結果を図１に示します。平均することによ
って５月の特徴的な気温の変化がわかってきます。

　
最低気温を記録しているのは5時で、11.6℃、最高気温は14
時の23.9℃です。　日較差は12.3℃です。

　それでは、月平均気温の日変化を各月毎に計算しグラフに
するとどのようになるのでしょう。2014年～2017?8?年の
４年間の観測結果をもとに図２にあらわしてみました。これ
によると1日の中で最低気温を記録する時刻は、4～9月にか
けては午前5時と早く、2～3月と10～11月は午前6時、1月
と12月は午前7時です。最低気温を示す時刻は、季節によっ
て違っています。これは、日没後には太陽からの熱がゼロに
なるので、逆に地面からの放射熱による冷却が続き、再び太
陽の熱の供給が始まる日の出まで気温は下がり続けるからで
す。 

　また、最高気温を記録する時刻は、午後2時頃で、季節に
よる影響は見られません。太陽からの熱の放射によって地面
は暖まり始めますが、最も地面に熱を与えるのは太陽高度が
一番高い時刻(南中時刻)です。地面が暖められた後に地面付
近の空気の温度が上昇するために、最高気温を記録するのは
正午過ぎの午後2時前後となっています。
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月平均気温の日変化からどのようなことがわかるのだろう？
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セクション 2

気温の年変化
１年の中で気温はどのように変化しているのでしょう？

　気温の１年間の変化を表すにはどのよう

にしたらよいでしょう？第１節では時刻の

気温を月平均することで求めました。年変

化を表現するときにも月平均でどうでしょ

うか？ちょっと待ってください。皆さんは

「二十四節気（にじゅうしせっき）」とい

う言葉を聞いたことがあるでしょうか。

「春分」や「秋分」は聞いたことがあるで

しょう。休日にもなっていますからね。太

陽暦を４等分した春夏秋冬の季節がありま

すが、２４等分した二十四節気の始まりは

「立春」です。「暦の上では春とはいえ、

寒い日が続いています。」などと会話の中

で使われる季節の言葉です。私たちは少し

づつ変化してく季節の様子をこんな言葉で

とらえてきたのかもしれません。さらに、

７２等分した「七十二候（しちじゅうにこ



　伊那アメダスの観測結果を
もとに旬平均気温の平年値を
示しました。さらに、最高気
温・最低気温の旬平年値を示
しながら上伊那地方の気温の
年変化について考えていきま
す。

　１年の中で最も最高気温が
高いのは８月上旬の30.4℃で
す。８月上旬は梅雨明け後の
安定した晴天が続くため気温
も上昇し最高気温の記録日が
多く現れます。

　１年の中で最も最低気温が
低くなるのは１月下旬
で、-7.2℃です。
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上伊那地方の気温の年変化はどうなっているの？



8

セクション 3

上伊那の気温分布
上伊那地方全体の気温はどうなっているの？

　上伊那地方は東西に3000m級の木曽山脈
を赤石山脈をもち、東西に13km、南北に
44kmの広がりを持っています。盆地の中
央を天竜川が流れています。南北に流れる
天竜川と標高差によって上伊那地方全体の
気温分布は複雑になっています。

　旧上伊那誌には「午前９時の気温等温線
図」が掲載されています。（p448）川の流
れに沿った12℃の等温線が描かれていま
す。（図１）

　当時は上伊那地方の子供たちが毎日気温
を測定していました。それをもとに上伊那
地方の気温の様子が明らかになっていった
のです。この気象観測については、雪の結
晶の研究で有名な「中谷宇吉郎博士」も大
いに評価されています。

　さて、現代は観測技術が進歩しアメダス
での観測点の結果をもとに1kmメッシュの



　上伊那地方の年平均気温の分布は図のとおりであ
る。上伊那全域の年平均気温は１１～９℃の間にあっ
て標高の影響を受けていることがわかる。

　年の最高気温と最低気温の平年値についても後段に
示す。

・年最高気温の平年値　１５～１８℃

・年最低気温の平年値　４～７℃

　１年の中で最も気温の高くなる８月の最高気温の平
年値は、２８～３０℃

　また、１年の中で最も気温の低くなる１月の最低気
温の平年値は、-８～-４℃

　このことから、上伊那地方で生活圏内での気温は月
平均で-８～３０℃の範囲である。
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月平均気温の分布

　月平均気温の分布の様子を示す。

１月平均気温　-３～-１℃

２月平均気温　-２～１℃

３月平均気温　２～５℃

４月平均気温　８～１０℃

５月平均気温　１３～１５℃

６月平均気温　１７～１９℃

７月平均気温　２１～２２℃

８月平均気温　２１～２４℃

９月平均気温　１８～２０℃

１０月平均気温　１１～１３℃

１１月平均気温　５～７℃

１２月平均気温　-１～１℃
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年最高気温の分布 ８月最高気温の分布
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年最低気温の分布 １月最低気温の分布
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セクション 4

上伊那の平年値
上伊那地方の日ごとの気温の平年値はどうなっているの？　　　　　　　

平年値

　平年値は西暦の１位が１の年から数えて
連続する３０年間（今回は１９８１年から
２０１０年）の平均を求めたものである。
この数字がその地点の気候を表す代表的な
値として用いられる。

　３０年間の平均としているのは、あまり
長い年月をとると長期の変動の影響が出て
きてしまうからで、また短くてもその時の
平均の状態を表せないためである。

　現在、用いている平年値は１０年間使わ
れ、１０年後に更新される。

　この基準は世界気象機関（WMO）によ
って決められたもので世界共通である。

　ところで、上伊那郡内のアメダスは辰野
が３０年間、伊那は１９９３年からの観測
で１８年間、飯島は３０年間のデータを使
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セクション 5

近年の気候変動
地球温暖化の話題があるけど上伊那地方も温暖化しているの？

　地球の温暖化の話題をよく耳にします
が、上伊那地方でも温暖化は進んでいるの
でしょうか。実は、客観的なデータはほと
んどありません。そこで、上伊那地方の気
温の変化の様子をとらえていく上で基本に
なる「近年の気温の変化」の扱いについて
述べます。

　上伊那地方のアメダス観測点では観測期
間が短いため平年値は辰野と飯島の２０１
０年のものだけです。よって、飯田の観測
点の観測結果を用いることにします。

 飯田でのデータは１８９７から観測が始
まっています。

　飯田での平均気温の平年値は１９０１～
１９３０年で求められた平年値から１０年
ごとに９回更新されています。

　図は、年平均気温の変化の様子を示して



　地球の温暖化の話題をよく耳にしますが、上伊那地方でも

温暖化は進んでいるのでしょうか。実は、客観的なデータは

ほとんどありません。そこで、上伊那地方の気温の変化の様

子をとらえていく上で基本になる「近年の気温の変化」の扱

いについて述べます。ここではアメダス観測点の観測結果を

用いますが、上伊那地方のアメダスの観測地点の観測期間は

次の通りです。

! 観測点! 観測の開始! 平年値の期間! ! 平年値使用開始年

辰野! １９７８～! （１９８１～２０１０）! 平年値２０１０

伊那! １９９３～! （　　　　　　　　　）! 平年値　なし

飯島! １９７８～! （１９８１～２０１０）! 平年値２０１０

　上伊那地方のアメダス観測点では観測期間が短いため平年値は辰野と飯島の２

０１０年のものだけです。よって、飯田と諏訪の観測点の観測結果を補完的に用

いることにします。

! 諏訪! １９４５～! （１９５１～２０１０）! 平年値１９８０～

! 飯田! １８９７～! （１９０１～２０１０）! 平年値１９３０～

　飯田での平均気温の平年値は１９０１～１９３０年で求め

られた平年値から１０年ごとに９回更新されています。この

データをもとに平年値の変化を図１に示します。

これによると、１９３０年の平均気温の平年値は11.7℃です。

これが、２０１０年には12.7℃と１℃上昇しています。
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チャプタ 2

上伊那地方の降水量

　降水量を知ることは、災害から

身を守る上で大変重要です。実際

に降水量を測定してみてはどうで

しょうか？
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セクション 1

上伊那の降水量の概要
長野は全国的に降水量が少ないと言われます、上伊那地方もそうですか？

　確かに、長野県の北部や中部の盆地では
東日本の太平洋側、北海道および瀬戸内海
と並ぶ年間1500mm以下の雨の少ない地域
となっています。

　これは、海から遠く離れており周囲を山
脈に囲まれているため、台風、低気圧、前
線などの影響を比較的受けにくいという内
陸気候の特徴のためです。

　左のページには気象庁で作成した「メッ
シュ平年値2010 降水量（年）を示しま
す。　（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/

etrn/view/atlas.html）



　次に長野県各地の月降水量（2001年～2010年の平均月降水

量）を気象庁のアメダスのデータから算出したものを図１に

示します。これによると県内では南信地方は降水量が多い傾

向にあります。

　その中でも飯島は飯田の1976mmよりも、多く1991mmとな

っています。上伊那を北上するにつれ降水量は少なくなって

いく傾向があり、伊那は1502mm、辰野は1440mmとなってい

ます。さらに、諏訪は1270mm、松本は1066mmとなっていま

す。

　このように、長野県の北部や中部では降水量が少ないもの

の、南部では降水量が多くなっていることがわかります。
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セクション 2

上伊那の年降水量
上伊那地方の中では場所によって降水量に変化はありますか？

　気象庁で算出した１kmメッシュによる推
定値を上伊那の地図上に表現して上伊那全
域の年降水量の分布図を作成したので図に
示します。これは、1981年～2010年の統
計によって算出している平年値です。

　これによると上伊那の全域は年降水量
1250mm～2750mmの範囲に入っていま
す。地域的には天竜川の西側（竜西）が、
東側（竜東）より多くなっています。

　1500mmの等降水量線に注目すると甲斐
駒ケ岳の北側から伊那市長谷、駒ヶ根市東
伊那、伊那市春近を通って木曽山脈の山麓
を北に伸びています。

　木曽山脈の駒ヶ岳から越百山にかけては
上伊那の多雨地帯となっていて2700mm超
となっています。これに対して赤石山脈で
は1500mm～2000mmの降水量となって
います。



　辰野、伊那、飯島、飯田の2001年～2010年の年降水量
を、図２～図５に示します。これによると多雨の傾向が見ら
れる年は2010年で辰野、飯島、飯田で第１位となっていま
す。飯島の2010年の年降水量は2880mmで10年平均降水量
の145%となっています。他に多雨の傾向が見られた年は、
2003年と2004年です。

　しかし、辰野は2006年が多雨の傾向の見られ第３位とな
っています。この年は「平成18年7月豪雨」の発生した年で
す。伊那もこの年は第４位に入っています。

　また、少雨となったのは、2005年が最も少なく４観測地
点で第１位となっています。特に少雨の傾向が大きかったの
は伊那で846mmで、年降水量の56%です。他に少雨の傾向
が見られたのは2001年、2002年です。
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セクション 3

上伊那の月降水量
上伊那地方の月ごとの降水量に何か特徴はありますか？

　上伊那の月別降水量の特徴をみてみまし
ょう。図８は辰野、伊那、飯島のアメダス
の観測結果から2001年～2010年の月別の
降水量を平均し、さらに３地区を平均して
求めたものです。

　これによると、６月から７月には梅雨期
の最多降水量が現れています。６月
186mm、７月236mmとなっています。こ
れは、年降水量の26%にあたります。次に
多雨となっているのは１０月、８月です。
この時期は秋雨と台風による降雨が多くな
ります。また、３月にも菜種梅雨による降
雨がみられます。



月降水量の詳細を図９に示します。

これによると、降水量が伊那谷の南から北に向かって減少す
る傾向が読み取れます。また、４地点の中で飯島の降水量が
多くなっていることはこれまでの傾向と同様です。

　しかし、８月から９月に辰野では伊那より多雨になってい
ます。これは、山岳部では雷の発生の頻度が高く盆地の中央
部にある伊那での降雨が減少するのではないかと考えられま
す。そこで８月の上伊那の降水量を図１０に示します。

　これによると、上伊那の中央部に少雨地域が広がっている
ことがわかります。
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セクション 4

上伊那の日降水量
上伊那地方ではどのような時にたくさんの雨が降りますか？

　上伊那の降水に影響を与える気象要素に
ついて明らかにするために、年ごと月ごと
の降水量について伊那アメダスを取り上げ
て分析してみました。まず、伊那の観測結
果を図１１に示します。



これによると2001年から2010年の10年間で最も多く
の降水を記録した月は2006年の７月です。この月の降
水量598mmは７月の平均降水量の2.9倍となりまし
た。また、これはこの年の年間降水量の34%にあたり
ます。そして、22%が７月１７日から１９日の３日間に
集中しています。この時の天気図を天気図１に示しま
す。
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次に多くの降水を記録しているのは2004年の10月です。こ
の月の降水量397mmは10月の平均降水量の2.4倍となりま
した。また、これはこの年の年間降水量の21%にあたりま
す。そして、8%が１０月１９日から２０日に降っています。
この時の天気図を天気図２に示します。

　これによると、高知県に上陸した台風２３号とその前面に
ある前線の影響による降雨であることがわかります。

　次に多くの降水を記録しているのは2007年の７月です。こ
の月の降水量337mmは７月の平均降水量の1.7倍となりまし
た。また、これはこの年の年間降水量の23%にあたります。
そして、9%が７月１４日から１５日に降っています。この時
の天気図を天気図３に示します。

１０年間の日降水量で100mmを超えた日を表１に示しま
す。　　

 これによると、伊那の降水の原因は梅雨前線、台風とその前
面の前線によるものであることがわかります。
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